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はじめに 

































そもそも AKP と MHP との選挙連合は、議院内
閣制であれば必要なく、大統領制に移行したために
必要になった。2017 年 4 月にエルドアンは大統領
制移行のための国民投票を（2016 年 7 月のクーデ











表 1 2018年 6月大統領・国会選挙：政党別支持率（％） 
 与党連合 野党（連合とそれ以外）  
選挙 AKP MHP CHP HDP İP その他 c 投票率 
大統領 52.6  ―b 30.6  8.4  7.3  1.1  86.2  
国会 42.3  11.1  22.7  11.8  10.0  2.1  85.4  
 増減 a -7.2 -0.8 -2.6 1.0 10.0 -0.4 0.2 
（出所）トルコ各紙報道選挙結果より筆者作成。 
（注）a 直近の 2015 年 11 月総選挙との比較。b 自党候補を擁立せず AKP 候補を支持。c 国会議席を獲得できなかった政党
の得票率の合計。 
 
表 2 政党の名称と政治的傾向 
党名略称 党名（原語） 党名（邦訳） 政治的傾向 
AKP Adalet ve Kalkınma Partisi  公正発展党 右派・親イスラム 
MHP Milliyetçi Hareket Partisi  民族主義行動党 右派・民族主義 
CHP Cumhuriyet Halk Partisi  共和人民党 中道左派・世俗主義 
HDP Halkların Demokratik Partisi 人民の民主党 親クルド 







MHP が国会選挙での 10 パーセント足切り条項を
免れるため国会選挙での政党連合を合法化させ、
AKP に MHP との選挙連合を組ませた［注 2］。 
この与党選挙連合の結果、今回国会選挙では、そ
れまで MHP が国会選挙で足切りにかかることを




も、AKP から MHP へ流れたと推測される票の大
きさから読み取れる。 




挙で İP は初参加ながら 10％も得票している。
Metropoll による 2018 年３月の世論調査でも
MHP から İP へのかなりの票の順移動（4～4.5％
ポイント）が見込まれていた。MHP がこれらの「逆
境」にもかかわらず得票率を前回総選挙からほと
んど減らさなかったのは、AKP から MHP へかな
りの量が流れたためとしか考えられない。 
図 2 を見ると、2017 年の国民投票と 2018 年の
大統領選挙での AKP 支持はそれまでの AKP 支持
と同水準に見えるが、それまでは AKP 単独での、



















図 2 AKPの得票率（％） 
 
（出所）高等選挙委員会（http://www.ysk.gov.tr/）データより筆者作成。 









が旧制度の 22 名から新制度で 13 名に減ったにも
かかわらず大統領が任命する構成員は実質 6 名
（委員 4 名および司法相と司法次官）のままとさ














る［注 3］。第 1 に、任期は名目的には旧制度と同様








































2002 2004* 2007 2009* 2011 2014* 2014 2015(1) 2015(2) 2017** 2018
総選挙 大統領選挙















































後の MHP との関係維持で最初の試練は 2019 年 3
月の統一地方選挙である。同選挙を巡り両党の選
挙協力の試みが 2018 年 3 月に失敗したことは、
今回の双選挙繰り上げの一つの要因だった。対
MHP 関係はエルドアン体制の注目要因である。■ 
（2018 年 6 月 26 日脱稿） 
（2019 年 5 月 13 日, 6 月 5 日修正） 
 
［注］ 


















国会定数過半数で提案、同 5 分の 3 で発議、同 3 分
の 2 で憲法裁判所に訴追される。 
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